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テロ ・ 武力攻撃

攻撃目標の特定が極めて 困難で 、 短時間で の落下が

予想さ れま す。

弾道ミ サイ ルによ る 攻撃

突発的に被害が発生する こ と が考え ら れま す。攻撃

目標が原子力発電所等の場合は大き な 被害が生じ

る おそ れがあり ま す。

ゲリ ラ や特殊部隊によ る 攻撃

攻撃化学剤、生物剤、核物質を 用いら れた場合、人体

に影響があり 、特別な 対応が必要にな っ て き ま す。

化学剤な ど によ る 攻撃

着上陸侵攻は沿岸部が侵攻目標にな り やすく 、航空

攻撃は都市部の主要な 施設が攻撃目標に な る こ と

も 想定さ れま す。

着上陸侵攻・ 航空攻撃

政治・ 行政・ 経済が集中する 東京は、 テ ロ や武力攻撃の標的にさ れる 可能性も 。

平成1 6 （ 2 0 0 4 ） 年に国民の生命・ 身体・ 財産を 保護する こ と な ど を 目的と し

て 「 武力攻撃事態等に お け る 国民の保護のた めの措置に 関する 法律（ 平成1 6

年法律第1 1 2 号。 以下、「 国民保護法」） 」 を 施行。 万一の事態には、 こ の「 国民

保護法」 に基づき 、 各区市町村の防災無線で 注意を 呼びかけま す。 SN Sやテ レ

ビ ・ ラ ジ オな ど の情報にも 耳を 傾け、 指示に従いま し ょ う 。

テ ロ ・ 武力攻撃の危険
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爆発が起こ っ た ら 、 すぐ に姿勢を 低く

し て 、 頑丈な テ ーブ ル等の下に身を 隠

し ま す。爆発は複数回続く 場合も あ る

ので 、安全な 場所へ避難し ま し ょ う 。

爆発が起こ っ たら

テ ロ や武力攻撃で 火災が発生し た ら 、

煙を 吸い 込ま な い よ う に 口と 鼻を ハ

ン カ チ等で 覆い、 で き る 限り 低い姿勢

を 取り 、急いで 避難し ま し ょ う 。

火災が発生し たら

近く にある 配管等を たた き 、 自分の居

場所を 知ら せま す。粉じ ん等を 吸い 込

むこ と がある ので 、 大声を 上げる のは

最後の手段と 考え ま し ょ う 。

閉じ 込めら れたら

被害は比較的狭い 範囲に 限定さ れる のが一

般的で すが、被害が拡大する おそれも あり ま

す。一旦屋内に避難し て から 、 行政機関の指

示に従いま し ょ う 。

ゲリ ラ 攻撃から の避難

口と 鼻を ハン カ チで 覆いな がら 、そ の場から

すぐ に 離れ、 密閉性の高い 屋内や風上な ど 、

汚染のお そ れのな い 安全な 場所へ避難し ま

し ょ う 。

化学剤や生物剤攻撃から の避難

遮蔽物の陰に身を 隠し 、地下施設や頑丈な 建

物の中へ避難し ま し ょ う 。ま た、 ダ ーテ ィ ボ

ムと 呼ばれる 爆弾は、着弾後に放射能汚染を

引き 起こ すので 、行政機関の指示等に従い医

師の診断を 受けま し ょ う 。

核爆発や放射能汚染から の避難

テ ロ ・ 武力攻撃から 身を 守る ために

テ ロ や武力攻撃のお そ れがあ る と き は、 テ レ ビ 、 ラ ジ オ 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の

ニュ ース な ど に注意し て 、情報の入手に努めま し ょ う 。

1 7 9  1 7 8  
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日本周辺には、強大な 軍事力を 有する

国が集中し て おり 、軍事力のさ ら な る

強化や軍事活動の活発化の傾向が顕

著と な っ て いま す。特に北朝鮮は令和

３（ 2 0 2 1 ）年 9 月以降、 弾道ミ サイ ル

を 立て 続けに発射、 令和４（ 2 0 2 2 ）年

に 入っ て から はかつ て な い 高い 頻度

で ミ サイ ル発射を く り 返し て い ま す。

北朝鮮のこ う し た軍事動向は、日本の

安全に 対す る 重大かつ 差し 迫っ た 脅

威と な っ て いま す。

ミ サイ ル攻撃から の避難 Jアラ ート が聞こ えたら

弾道ミ サイ ルが日本に落下する 可能性がある 場合、 情報を 瞬時に伝え る 全国瞬

時警報シ ス テ ム（ Ｊ ア ラ ート ） が発令さ れま す。防災行政無線で 特別な サイ レ ン

音と と も にメ ッ セージ が流れる ほか、携帯電話の緊急速報メ ール等を 通じ て 、緊

急情報が発信さ れま す。「 東京都防災ア プ リ 」 で も Ｊ ア ラ ート が発令さ れる と す

ぐ に通知が届き ま す。

Ｊ ア ラ ート によ る 警戒情報の発令

近く の建物か地下（ で き れば頑丈な 建物）に避

難し ま し ょ う 。

屋外にいる 場合

ミ サイ ルには有毒物質等が含ま れて いる 可能性があり

ま す。万一に備え 、屋外にいる 場合は口と 鼻を ハン カ チ

で 覆い、現場から 直ち に離れ、密閉性の高い屋内ま たは

風上へ避難し ま す。屋内に い る 場合は、 換気扇を 止め、

窓を 閉め、目張り を し て 室内を 密閉し ま し ょ う 。

弾道ミ サイ ルが落下し て し ま っ た場合

※東京都では、頑丈な建築物や地下施設などを 、ミ サイ ル攻撃等の爆風などか

ら の直接の被害を 軽減する ための一時的な 避難施設である「 緊急一時避難

施設」と し て指定を 進めていま す。

　 ま ずはでき る だけ近く の建物や地下へ退避する こ と が大切です。その際、 近

く にある 場合には、よ り 丈夫な建築物や地下施設などへ避難し ま し ょ う 。

（ 東京都防災アプ リ「 災害情報画面」）

逃げる

爆風で 割れた 窓ガ ラ ス で、 ケ ガ を する こ と を

防ぐ た め、窓から 離れる か、窓のな い部屋に移

動し ま し ょ う 。

室内にいる 場合

離れる

物陰に身を 隠すか、 地面に伏せて 頭部を 守り

ま し ょ う 。

建物がな い場合

隠れる

国民保護

ポータルサイト

避難施設
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